
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
日

参

議

院

国

土

交

通

委

員

会

政
府
及
び
関
係
者
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
じ
、
そ
の
運
用
に
万
全
を
期
す
べ

き
で
あ
る
。

一

政
府
は
、
中
央
新
幹
線
が
民
間
企
業
に
よ
り
推
進
さ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
外
部
か
ら
の
働
き
か

け
に
よ
っ
て
Ｊ
Ｒ
東
海
に
お
け
る
「
経
営
の
自
主
性
」
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。

二

政
府
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
か
ら
貸
し
付
け
ら
れ
る
資
金
を
活
用
し
、

中
央
新
幹
線
に
お
け
る
東
京
・
大
阪
間
の
開
業
年
度
の
前
倒
し
に
向
け
て
積
極
的
に
建
設
を
推
進
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
環

境
整
備
に
努
め
る
こ
と
。

三

政
府
は
、
国
鉄
時
代
に
経
営
上
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
政
治
的
解
決
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
一

部
の
財
政
投
融
資
が
採
算
性
が
不
確
実
な
路
線
の
建
設
等
に
用
い
ら
れ
た
過
去
の
教
訓
を
踏
ま
え
つ
つ
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

対
す
る
財
政
投
融
資
の
活
用
に
際
し
て
は
、
政
策
的
必
要
性
や
対
象
と
な
る
事
業
の
採
算
性
を
十
分
考
慮
す
る
こ
と
。



四

全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法
に
基
づ
く
建
設
主
体
は
、
引
き
続
き
労
働
災
害
の
防
止
を
始
め
、
工
事
作
業
の
安
全
性
が
十
分

確
保
さ
れ
る
よ
う
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
適
宜
施
工
状
況
の
把
握
に
努
め
つ
つ
、
実
行
可
能
な
工
事
実
施
計
画
の
履
行
に

努

め
る

こ

と

。

ま

た

、
政

府

は

計

画

の

推
進

に

関

し

て

、
建

設

主
体

の

安
全

性

確
保

に
係

る

判
断

を
最

大

限
に

尊

重
し

つ

つ
、
環
境
の
保
全
や
、
安
全
か
つ
確
実
な
施
工
に
努
め
る
よ
う
指
導
・
監
督
す
る
こ
と
。

五

政
府
は
、
幹
線
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
地
方
創
生
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
踏
ま
え
、
既
存
の
整
備
新
幹
線
計
画

に
加
え
て
、
基
本
計
画
路
線
も
含
め
た
幹
線
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
、
努
め
る
こ
と
。
あ
わ
せ
て
、
政
府
は
、

交
通
政
策
基
本
法
の
理
念
や
総
合
交
通
政
策
の
推
進
と
い
う
観
点
か
ら
、
公
共
交
通
全
体
を
見
据
え
た
輸
送
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
主
体
的
立
場
で
地
域
と
連
携
し
て
検
討
を
進
め
、
地
域
の
持
続
可
能
な
移
動
・
輸
送
手
段
の
構
築
を
図
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


